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留
萌
市
小
平
会
主
催
の
第
23
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
特
別
公
演
が
留
萌
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
留
萌
市
・
小
平
町
名
士
歌
謡
＆

デ
ュ
エ
ッ
ト
大
会
に
は
、
町
内
か
ら
出
場
し

た
10
組
14
人
が
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
た

ほ
か
、
小
平
舞
踊
会
が
華
麗
な
舞
で
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

第
２
部
に
は
、
森
川
め
ぐ
み
オ
ン
・
ス
テ

ー
ジ
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
の
洗
練
さ
れ
た
歌
声

で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

１２Ｉ５
自慢の歌声
披露

留萌市小平会
チャリティー
特別公演

　

小
平
中
学
校
で
総
合
地
域
学
習
「
小
平

町
新
ご
当
地
グ
ル
メ
を
考
え
よ
う
」
が
行

わ
れ
、
第
２
学
年
の
生
徒
25
人
が
、
地
元

食
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

小
平
中
２
年
の
総
合
地
域
学
習
は
、
地

域
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に
毎
年
必

ず
小
平
町
の
ど
こ
か
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
お
り
、
今
年
は
「
小
平
の
食
」
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
理
実
習
で
は
、
農
家
、
漁
師
、
ゆ
っ

た
り
か
ん
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
役
場
へ
の

取
材
を
も
と
に
、
生
徒
自
ら
が
考
案
し
た

町
内
産
食
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ

ュ
ー
を
一
生
懸
命
作
り
上
げ
ま
し
た
。

１２Ｉ９
地元食材を
使って挑戦

小平中２年生が
調理実習

　

山
田
信
一
さ
ん
（
臼
谷
）
が
藍
綬
褒
章

（
統
計
調
査
功
績
）
を
受
章
さ
れ
、
役
場

で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
昭
和
20
年
に
農
作
物
調
査

員
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
国
勢
調
査
を
は

じ
め
農
業
基
本
調
査
、
住
宅
統
計
調
査
な

ど
各
種
統
計
調
査
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
に
昭
和

22
年
か
ら
平
成
12
年
ま
で
11
回
に
わ
た
り

従
事
さ
れ
る
な
ど
、
統
計
調
査
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
家
族
ら
が
見
守
る
中
、

留
萌
支
庁
の
末
澤
秀
樹
副
支
庁
長
か
ら
藍

綬
褒
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

１２Ｉ１０
統計調査の
発展に貢献

山田信一さんが
藍綬褒章を受章

　

鬼
鹿
幼
稚
園
で
防
火
も
ち
つ
き
会
が
開

か
れ
、
園
児
と
保
護
者
が
ひ
と
足
早
く
正

月
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

防
火
も
ち
つ
き
会
は
、
園
児
に
防
火
意

識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
か
れ
、

は
じ
め
に
留
萌
消
防
組
合
消
防
署
鬼
鹿
支

署
の
署
員
が
火
遊
び
の
禁
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

も
ち
つ
き
会
で
は
、
園
児
が
保
護
者
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
杵
を
振
る
い
、
餅
を
つ

き
あ
げ
ま
し
た
。

　

つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
園
児
が
一
口
大
に

丸
め
、
き
な
粉
や
ご
ま
ダ
レ
な
ど
を
つ
け

て
、
み
ん
な
で
仲
良
く
食
べ
ま
し
た
。

１２Ｉ１３
ひと足早く
正月気分

鬼鹿幼稚園
防火もちつき会保護者と協力してついた餅を丸める

鬼鹿幼稚園の園児

自慢の歌声を披露する小平町出場者

自分たちで考えたメニューを一生懸命
調理する小平中学校２年生

末澤副支庁長から藍綬褒章を受け取る
山田信一さん


